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１ 事件の探知 

令和２年２月１５日、東京都福祉保健局より「昨日、社員食堂のケータリング料理を社内  
会議室で喫食したところ４名がおう吐症状を呈した。現在、症状は治まったが、発症者に  

ついて今後どのように対処すればよいか。」との通報があり、直ちに調査を開始した。 

 

２ 調査結果の概要 

(1) 患者数 

１５名 

(2) 発症状況 

喫食者５０名中１５名が、喫食後３～４時間でおう吐、下痢、腹痛の症状を起こした。    

医療機関に受診したものはいなかった。 

(3) 原因食品 

   令和２年２月１４日のケータリング料理 
【喫食メニュー】 

野菜の炒め物、野菜サラダ、豆のコロッケ、チョコケーキなど 

(4) 病因物質  

黄色ブドウ球菌 

患者５名、調理従事者 7名の検便から黄色ブドウ球菌が検出された。 

(5) 原因施設 

  営業所所在地  

業    種 飲食店営業 

営業所の名称 

営業者氏名 

３ 不利益処分 

上記調査結果から、目黒区保健所長は令和２年２月２６日に当該施設が提供した食事による

食中毒と断定した。目黒区長は、食品衛生法第６条第３号【不衛生な食品等の販売禁止】及び

第５０条第３項【衛生基準の遵守】による基準違反により、同法第５４条【廃棄処分・危害除

去命令等】及び第５５条第１項【営業の禁停止】の規定に基づき、令和２年２月２６日から  

令和２年２月２８日まで３日間の営業停止及び食品の取扱改善命令を行う。 

 

４ 公表 

  食品衛生法第６３条【氏名等の公表】の規定に基づき、令和２年２月２６日から令和２年   

３月３日まで目黒区ホームページ及び保健所掲示板において公表を行う。   

   以 上 

 

 

 

食品衛生法違反に伴う不利益処分について 
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